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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・小澤　和子様～便秘時センナリド5回分処方。
・高橋　憲一様～不穏時リスペリドン(0.5)1P　5回分処方。
・杉澤　恵子様～ナパゲルン軟膏1本処方。
・小向　静江様～ハップスター1P処方。
・高橋　末吉様～膀胱洗浄の指示頂く。
・宮古　克弘様～センナリド20T/10回分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。書き物の強要行為あるが他者トラブルはなく経過。ドア蹴りあるが過度とはならず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。13:30幻聴あり「殺してくれ！」と叫ぶことあり、頓服使用している。その後は落ち着く事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～終日隔離中。午前2時間、午後1時間の開放観察開始している。スタッ
フを見ることや他患者に付きまとい行為あるが他者トラブル無し。易怒
性や粗暴性なく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善
できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・小笠原　久年様～昼食は「食べるな」と幻聴訴えあり残食している。「個室に行きたい」と訴える事あるが説明にて了承している。不穏さはなく経過。
・袴田　将志様～尿比重軽く隠れ飲水の可能性が高い状態となっている。日中は飲水している様子はない。対面時は穏やかで妄想言動は聞かれない。
・久保　興介様～床屋にかかったりOTに取り組んだりしている。話しかけあるが過度とはならず。
・上野　正志様～12：55喀痰詰まりあり顔色不良、酸素飽和濃度70％まで低下。吸引するも酸素飽和濃度改善せず。金Dr状態報告し一時的に酸素流量5Lまで上げるも酸素飽和濃度改善なし。その後湿性咳嗽、痰鳴あり、吸引施行し粘稠痰超多量に除去している。酸素3Lにし、徐々に酸素飽和濃度改善し90％前半まで回復。胸部CT指示あり右に陰影見られ肺炎所見あり。
・小向　静江様～他科受診の為外出し問題無く帰院している。骨折所見なし。
・楢山　金藏様～歩行時ふらつきあるが徘徊見られており見守り、介入している。
・和田　昌様～食事は自力にて2/3～全量摂取し、食べこぼし無し。尿失禁あり都度介入要
している。
・藤井　孝蔵様～午後より体温37.6～38.3℃で経過。不調訴えは無くクーリング継続している。
・見付　幸一様～午後より体温38.5～39.0℃へ上昇有り。15：50アンヒバ坐剤（200）1ヶ
挿肛している。上下肢の浮腫みは継続して見られている。
＜金Dr診察情報＞
・上野　正志様～点滴同内容にて継続。抗生剤は明日実施の採血の結果からバンコマイシ
ンへ変更を掛けるか決めるとの事。本日の状態悪化については痰が詰ま
ったのではとの事。
・佐々木　ハル様～両踵の水疱について報告し右足のみアズノール+ガーゼ保護指示。
　　　　　　　　　臨時薬同内容にて7日分処方となる。

